
国立社会保障・人口問題研究所（IPSS）―中国民政部政策研究中心（CPR）合同ワー

クショップ（中日社会福利比�研�会，IPSS-CPRJointWorkshop）

2017年12月16日から17日にかけて，中華人民共和国民生部政策研究中心と本研究所の共同主催によ

るワークショップが北京市で開催された．これは両研究所が2016年12月に調印した研究に関する協力

覚書に基づくものである．今回のワークショップでは，両研究所の研究協力覚書の確認式と両研究所

所長の基調講演が行われた後，三つの個別セッションに分けて報告と討論が日本語・中国語の同時通

訳付きで行われた．講演・報告者と題目は以下の通りである．

セッション1 協力覚書の確認式

遠藤久夫（国立社会保障・人口問題研究所長）「日本の医療制度改革―中国への含意を含めて」

鈴木透（国立社会保障・人口問題研究所人口構造研究部長）「東アジアの人口・家族変動」

菅桂太（国立社会保障・人口問題研究所人口構造研究部室長）「日本の地域別人口推計：都市人

口変動とその帰結，1980-2040」

竹沢純子（国立社会保障・人口問題研究所企画部室長）「日本の社会保障費用について」

小島克久（国立社会保障・人口問題研究所情報調査分析部長）「日本の介護保険制度の実績と課題」

林玲子（国立社会保障・人口問題研究所国際関係部長）「アジアにおける介護需要と人材開発に

ついて～日中の状況」

日本側の参加者は本研究所の職員が多いが，中国側からは報告を行った研究者の他に民生部研究政

策中心や中国社会科学院等から30名以上の参加があり，いずれも活発な討論が行われた．

（菅 桂太 記）
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